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1． 本校の ICT 機器活用の実態について 

本校では、令和 2 年度の途中から一人一

台タブレット PC を使うことができるよう

になった。令和 3 年度全国学力・学習状況

調査において、「あなたは学校で、コンピュ

ータなどの ICT 機器を、他の友達と意見を

交換したり、調べたりするために、どの程度

使用していますか」という質問に対して、次

のような結果であった。 

 ほ ぼ

毎日 

週１回

以上 

月１回

以上 

月１回

未満 

本校 2.2 15.2 31.5 51.1 

岐阜 11.3 32.6 26.4 29.5 

全国 10.0 29.0 29.1 31.7 

 この結果から、全国や岐阜県の学校と比

べて、本校では、ICT 機器を使った授業が

とても少ないことが分かる。 

 また、「算数の授業の内容はよく分かりま

すか」という質問に対しては、次のような結

果であった。 

 当ては

まる 

どちらか

と い え

ば、当て

はまる 

ど ち ら か

といえば、

当 て は ま

らない 

当ては

まらな

い 

本校 50.0 31.5 12.0 6.5 

岐阜 47.3 35.5 13.2 3.9 

全国 51.6 33.0 11.4 3.9 

 この結果から、「当てはまる」と「どちら

かといえば、当てはまる」を合わせた値を見

ると、本校 81.5、岐阜 82.8、全国 84.6 とい

うように、算数の授業の内容についても、全

国や岐阜県の学校と比べて低い値となって

いる。 

 そこで、コンピュータなどの ICT 機器を

他の児童と意見を交換したり、調べたりす

るために使うことによって、児童に「算数の

授業の内容がよく分かる」と思えるように

なってほしいと考えた。 

 そして、「算数の授業の内容がよく分かる」

ようになるための ICT 機器の活用として、

次の 3 つの方法があると考えた。 

 1 つ目は、児童がタブレット PC にかいた

図や式などを大きな画面に映すことができ

ることから、図や式を交流して、多様な意見

に触れるために使う方法である。仲間の多

様な意見を、タブレット PC を使って交流

することによって、算数の内容がより分か

りやすくなると考えた。 

 2 つ目は、ヒントを得たり、問題を解いた

りするツールとしてタブレット PC を使う

ことである。一人一台タブレット PC を使

うことができるため、一人一人の学習状況

に応じて、ヒントを得たり、問題に取り組ん

だりすることができ、算数の内容がよく分

かることにつながると考えた。 

３つ目は、算数の歴史について調べる活

動を行うことである。タブレット PC の検

索機能で、算数の歴史を調べることによっ

て、算数の背景にある考え方に触れること

ができ、より深く理解することができると

考えた。 

 

2． 研究仮説 

多様な意見に触れるためのツール、一人

一人の学習状況に応じてヒントを得たり、

自分に合った問題を解いたりするためのツ

ール、算数の歴史について調べるためのツ

ールとして、タブレット PC を活用するこ



とによって、算数の授業がよく分かるよう

になる。 

 

3． 実践 

（1）多様な意見に触れるための活用 

  2 年生「かけ算のきまり」 

「かけ算のきまり」の学習では、全体の個

数を乗法九九を活用して求める授業におい

て、個人追究の場面、全体交流の場面でタブ

レットPC内のスカイメニューを活用した。

あらかじめ、発表ノートに教師が作成した

図を配付し、児童が個人追究の場面で、自分

の考えを書き込んだ。同じ数ずつを〇で囲

み、それを式で表した。（資料 1 指導案） 

 

 

 

 

 

【写真 1 発表ノート】 

全体交流の場面では、児童が提出した発

表ノートをモニターに写し、自分の書いた

図を指し示しながら発表した。 

 

【写真 2 発表の様子】 

 発表ノートに配付した図は、児童自身で

複製できるため、たくさんの考え方を思い

つく児童は自分でその図を複製し、書き込

んでいった。児童でも図は簡単に複製でき

るので、たくさんの考えを書こうと、児童の

意欲につなげることができた。 

 提出箱に提出された発表ノートは、他の

児童も見ることができるので、自分の考え

が思いつかない児童や、自分の考えに自信

がない児童は、仲間の考えを参考にし、それ

をもとに考えることで、全体交流のときに

自信をもって発表することができた。 

 

（2）ヒントを得たり、自分に合った問題を

解いたりするための活用 

３年生「小数」 

「小数」の学習では、考え方を交流する

際、タブレット PC 内のスカイメニューの

発表ノートに書き込み、提出した。提出した

自分の考え方を前面のモニターに写して、

発表した。また、考えを深めるためのヒント

カードを発表ノートで配付した。タブレッ

ト PC を使わない授業のときには、自分の

考えをもつことができない児童が数名いた

が、タブレット PC を用いて考えを進める

授業では、教科書とノートのみで学習する

ときよりも多くの児童が自分の考えをもつ

ことができた。ヒントカードも有効であっ

たと考える。（資料 2 指導案 資料 3 ヒン

トカード） 

 演習を行う際には、ぎふウェブラーニン

グを活用した。すぐに答え合わせができる

ので、習熟につながった。しかし、間違えた

ときに、正答になるためのヒントが少ない

ので、もう少し詳しくヒントが提示される

と問題の理解がすすんでいない児童には、

効果的であると考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 3 ヒントカード】 

 

（3）算数の歴史に触れるための活用 

  5 年生「正多角形と円」 

 児童は、円に内接する正六角形の周りの

長さと円に外接する正方形の周りの長さを

調べることを通して、円周率が 3 と 4 の間

であることを求めている。そして、次の時間

に、身の回りにあるものの直径と周りの長

さから、円周÷直径を計算して、円周率のお

よその値を求めている。教科書では、そこか

ら円周率がおよそ3.14であることを教える

展開となっているが、なぜ、3.14 となるの

かその理由の説明はない。そこで、円周率の

歴史をタブレット PC で調べて、交流し合

う活動を通して、古代メソポタミアや、古代

エジプトの時代から、円周率が調べられて

いたことや、外接する正方形と内接する正

六角形の周りの長さを調べたように、アル

キメデスが円に内接する正 96 角形と外接

する正 96 角形の周りの長さを調べること

によって、円周率がおよそ 3.14 であると導

いたことを調べられるようにしたいと考え

た。 

 実際の授業では、タブレット PC で調べ

る必然性を児童が感じられるように、次の

ような導入を行った。（授業記録） 
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じゃあ、これ以上正確な値、3 から 4 の間って

今分かっているんだけど、これ以上正確な値

は求められるのか、求められないのか、今のと

ころの予想で手を挙げてね。 

これ以上正確な値は求められないと思う人？ 

（数人手を挙げる） 

手を下ろしてください。逆に求められるんじ

ゃないかなと思う人？ 

（さっきよりたくさんの児童が手を挙げる） 

おぉ。はい、じゃあ、下ろしてください。何か

理由あるよという人？ 

算数は、どこまででも求められるから、求めら

れるでしょ。 

（算数は答えがはっきりしている） 

算数は、どんなものでも答えが絶対に求めら

れて、国語とかは、いろいろな人の考えで、絶

対これっていうのはないし、絶対これってい

うのは算数だけだから、絶対分かると思う。 

さらにつけたしあるよという人いる？（いな

い） 

逆に求められないという人？ 

（高校生の）お兄ちゃんが求められない（円周

率は無理数であるということ）というような

ことを言っていたような気がする。 

今日は昔の人がどういうふうに円周率を調べ

ていったのかという、円周率の歴史をみんな

タブレットを準備しているので、調べていき

たいな、そして、円周率を求められるのか、求

められないのかというところを実際に調べて

いきたいなと思います。 

 そして、調べ学習を行った後、次のような

発言が見られた。 

S.R 

 

 

 

 

 

H.A 

 

 

 

 

F.K 

 

円周率を発見した人が分かりました。えっと、

アルキメデスと、バビロニア、あと、名前がな

いけど、エジプトの人だって。で、アルキメデ

スが、3.14 の代わりに 22/7 を使うことができ

るらしい。 

（中略） 

（正方形から正六角形と正多角形の角の数を

増やして近似値を出していくことについて）

このように、値をしぼりこんでいく方法を「は

さみうちの原理」ということが分かりました。 

（中略） 

円周率がおよそ 3 であることは昔から知られ

ています。古代メソポタミアでは、円周率で

3.125 を使っていたと言われています。また、

古代エジプトでは、3.1604･･･としていまし

た。古代ギリシアの時代になると、アルキメデ

ス（紀元前 290 年頃から、紀元前 212 年） 

は、円の内側と外側に書いた正九十六角形の

周りの長さから、円周率は 3.1408･･･より大き

く、3.1428･･･より小さいことを説明しまし

た。最近ではコンピューターを使って、円周率



を計算しています。2009 年に筑波大学の計算

科学研究センターでは、円周率を 3 兆まで計

算しました。今もなお、研究が進んでいます。

ということで、まだ正確には分かっていない

ということが分かります。 

 このように、タブレット PC を使って、

円周率の歴史を調べることを通して、古代

メソポタミアや、古代エジプトの時代から、

円周率が調べられていたこと、自分たちが

円に内接する正六角形と、円に外接する正

方形から円周率の値がおよそ 3 と 4 の間で

あると求めたように、アルキメデスが円に

内接する正 96 角形と外接する正 96 角形か

ら円周率がおよそ3.14であると導いたこと、

そして、今もコンピューターを使って、円周

率の計算が続けられていることを理解する

ことができた。（資料 4 指導案 資料 5 板

書） 

 

4.結果と考察 

 実践後のアンケートでは、「算数でタブレ

ット PC を使った授業は分かりやすいです

か」という質問に対して、次のような結果で

あった。 

 分かり

やすい 

少し分か

りやすい 

あまり分

かりやす

くない 

分かり

にくい 

2 年生 59 41 0 0 

3 年生 63 37 0 0 

5 年生 59 29 8 4 

 

〈児童の主な記述〉 

〇教科書にのっていないことも調べられる

から。 

〇間違えたときに、「おしい」とか「がんば

りました」のスタンプが押してあるので

分かりやすい。 

〇問題の意味が分かりやすい。 

〇発表ノートで図などを使うとノートより

分かりやすい。 

△内容が難しいし、意味が分からなくなっ

て、混乱するから。 

どの学年においても、「分かりやすい」と

答えた児童は約 60％で、2 年生、3 年生に

おいては、「あまり分かりやすくない」、「分

かりにくい」と答えた児童は0％であった。

このような結果から、多様な意見に触れる

ためのツール、一人一人の学習状況に応じ

てヒントを得たり、自分に合った問題を解

いたりするためのツール、算数の歴史につ

いて調べるためのツールとしてタブレット

PC を活用することによって、算数の授業が

よく分かるようになると考えた。 

「内容が難しいし、意味が分からなくなっ

て、混乱するから」と答えたのは 5 年生の

児童である。検索機能を使用するときに、分

からない言葉があった場合に、どうすれば

よいかなど、授業の最初や途中で児童に考

えさせる場をつくる必要があった。 
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pp41-54 岩波書店 

上垣渉（1990）「算数・数学授業を楽しく

する数学史の話」pp11-14 明治図書 



資料１ 

１．単元名「かけ算のきまりをまとめよう」 ５／7 

 

２．本時のねらい 

 全体の個数を求める活動を通して、同じ数ずつのまとまりをつくれば乗法を使うことができることに気づき、 

同じ数のまとまりを考え、求め方を説明することができる。 

 

３．本時の展開 

 学習活動 ◆ICT ○指導・援助 □評価 

つ

か

む 

 

 

 

 

考

え

る 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

 

 

○問題を確認する。 

 

 

 

 

 

○課題 

 かけ算をつかって、くふうしてもとめよう。 

○個人追究 

・同じ数ずつ囲んでいくと式が作れそうだ。 

・上の部分と下の部分の2つに分けて考えると、求められそう。 

・同じ数ずつのまとまりも、いろいろつくれそう。 

・チョコレートが入っていないところにも着目してみると求められそ

う。 

〇ペアで考えを交流する。 

〇全体交流 

・２個のまとまりと 3 個のまとまりに分けて式をつくると考えることが

できた。 

・ほかにも 5 個のまとまりや 6 個のまとまりなど、まとめ方はいろい

ろある。 

・まとめる数は違っても、同じ数ずつのまとまりをつくれば、全体の個

数を求めることができる。 

 

 

 

〇教科書 P.197 えんぴつ問題４に取り組む。 

 

 

〇問題場面をアレイ図に表すことを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

◆個人追究の場面では、配布され

た発表ノートの図に考えを書き込

み、式に表す。 

〇考えが進まない人は、同じ数ずつ

のまとまりをつくればよいことを

伝える。 

◆配布された発表ノートを複製し、

いくつも考えられるようにする。 

◆発表ノートに自分の考えがまとめ

られた人は提出する。 

◆ほかの子が提出した発表ノートも

見られるようにしておく。 

◆児童から提出された発表ノート

は、発表者に合わせてモニターに映

し出す。  

 

□評価基準 

同じ数ずつのまとまりをつくり、全

体の個数の求め方を説明すること

ができる。【思考】 

 同じ数ずつのまとまりをつくれば、かけ算をつかってもとめること

ができる。 



資料2 

１．単元名「小数」 ５／１２ 

 

２．本時のねらい 

 小数の大きさの比べるには、十進構造や順序、系列についての理解に基づいて考えればよいことに気づき、小数の

大小比較の仕方を説明することができる。 

 

３．本時の展開 

 学習活動 ◆ICT ○指導・援助 □評価 

つ

か

む 

 

 

 

 

考

え

る 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

 

 

○問題を確認する。 

 

 

 

○課題 

 小数の大きさのくらべ方を考えよう。 

○個人追究 

・一の位から比べてみよう。 

・数直線に表してみよう。 

・0.1 がいくつ分か考えてみよう。 

 

〇ペアで考えを交流する。 

 

〇全体交流 

・一の位、小数第一位の順に、位ごとの数字を比べている。 

・数直線に表して比べると右にいくほど大きくなるので３、２．９、 

２．６の順。 

 

〇大きい順に、３、２．９、２．６となる。 

  ３＞２．９＞２．６ 

 

 

 

 

〇ぎふウェブラーニング 

「きょうのもんだい」小数 ５時間目に取り組む。 

  

 

〇整数の場合はどのように比べた

のか確認する。 

 

 

◆個人追究の場面では、配布され

た発表ノートのヒントカード参考

にして、考えを書き込む。 

ヒント①位取り表の資料 

ヒント②数直線の資料 

〇考えが進まない人は、一の位から

順に比べるように伝える。 

〇数直線では、右にいくほど大きい

ことを確認する。 

◆発表ノートに自分の考えがまとめ

られた人は提出する。 

 

◆児童から提出された発表ノート

は、発表者に合わせてモニターに

映し出す。  

 

 

 

 

 

◆ぎふウェブラーニングにログイン

し、問題を解く。 

 

□評価基準 

小数の大小比較の仕方を考え、

説明している。【思考】 

 上の位の数字かくらべたり、数直線に表してくらべたりすると、小

数の大小がわかる。 

3、2.6、2.9 を、大きいじゅんに書きましょう。 



3 年生「小数」ヒントカード                                                         資料 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 4 

本時の目標  

 昔の人がどうやって円周率を求めたかをタブレットを用いて調べることを通して、アルキメデスや関

孝和が正多角形を用いて円周率を求めたことに気づき、その後もずっと正確な円周率を求めるための努

力が続けられていることを知ることができる。 

 

本時の展開 

 学習活動 ◆見届け ○指導援助 □評価 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

○前時の復習をする。 

○円周率はいつも一緒になるでしょうか。 

・だいたい 3～4の間だから一緒になる。 

・円はいつも一緒の形だから、円周÷直径もつねにいっしょ

の値になる。 

○どうしたら正確な円周率を求めることができるでしょう。 

・もっと正確に細かく計測する。 

・前、正六角形と正方形から 3 と 4 の間と求めたように、正

多角形を使う。 

 

 

○タブレットを使って、昔の人がどのように円周率を求めた

かを調べる。 

・アルキメデスは正 96 角形を使って、およそ 3.14 であるこ

とを求めた。 

・関孝和は、13 万 1072 角形の周りの長さを計算して、求め

た。 

・アルキメデスは円周率以外にもたくさんの研究をしている。 

・関孝和の弟子の建部賢弘は、さらに詳しく求めている。 

・円周率はずっと終わりがない数だと分かった。 

・今もずっと求め続けられていることが分かった。 

・今では、スーパーコンピューターで 62 兆 8318 億 5307 万

1796桁まで計算されている。 

 

○円周率を求めることによって、どのようないいことがある

のだろう。 

・直径から円周を求めることができる。 

・円の面積を求めることができる。 

・円のいろいろな性質が分かる。 

・球についても面積や体積が分かる。 

◆円周率はおよそ○～□の値か

理解しているか。 

→○もし、理解できていない児

童がいたら、他の児童が説

明して理解できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

◆タブレットを用いて調べるこ

とができているか。 

→○どのような言葉で検索すれ

ばよいか考えられるように助

言する。 

→○仲間とも相談できるように

促す。 

 

 

□評価規準【知識・理解】 

円周率をアルキメデスや関

孝和らは、正多角形を用いて

計算でより正確な値を求めら

れるように努力してきたこと

を理解することができる。 

課題 昔の人がどのように円周率を求めたか調べよう。 



資料 5 

5 年生「正多角形と円」板書 


